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え 

お
客
さ
ん
に
美
味
し
い
と
言
わ 

れ
る
と
、
最
高
に
嬉
し
い
ね
」

と
多
喜
男
さ
ん
。
ま
た
、
レ
ジ

を
担
当
さ
れ
る
恵
子
さ
ん
は

野
菜
を
使
っ
た
美
味
し
い
料
理

の
あ
れ
こ
れ
を
教
え
て
く
れ
ま

す
。
そ
の
軽
妙
な
や
り
取
り
は

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
味

わ
え
な
い
楽
し
さ
で
す
。 
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龍
口
寺 

本
堂
・山
門
・五
重
塔
が 

藤
沢
市
指
定
重
要
文
化
財
に
指
定 

  
片
瀬
三
丁
目
に
あ
る
「
龍
口
寺
」
の
本
堂
・
山

門
・
五
重
塔
が
２
０
２
１
年
１
０
月
に
藤
沢
市
指

定
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。 

 

寂
光
山
龍
口
寺
は
日
蓮
宗
の
本
山
で
あ
り
、

日
蓮
上
人
が
文
永
８
年
（
１
２
７
１
年
）
に
遭
遇

し
た
「
龍
の
口
法
難
」
の
地
に
所
在
し
て
い
ま
す
。

法
難
か
ら
間
も
な
い
弘
安
年
間
（１
２
７
８
～ 

１
２
９
７
）の
建
立
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
度
、
市
の
指
定
を
受
け
た
の
は
本
堂
・
山

門
・
五
重
塔
で
す
が
、
本
年
２
月
に
は
妙
見
堂
・

手
水
舎
・
鐘
楼
・
大
書
院
が
国
登
録
有
形
文
化

財
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
二
回
に
分
け
て
、
龍

口
寺
の
建
物
を
紹
介
し
ま
す
。 

◆
本
堂 

天
保
３
年
（
１
８
３
２
年
）
竣
工
、
日
蓮
宗
の

寺
院
と
し
て
は
神
奈
川
県
屈
指
の
大
堂
で
す
。

幕
末
ら
し
い
開
放
的
な
構
成
と
彫
物
が
特
徴
で

す
。
材
料
・
造
作
及
び
細
部
装
飾
の
質
が
高
い
と

評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。 

  
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

   

 
     ◆

山
門 

 

元
治
元
年
（
１
８
６
４
年
）
に
大
阪
の
豪
商
加

嶋
屋
作
五
郎
の
寄
進
に
よ
り
建
立
さ
れ
ま
し 

        

た
。
最
も
格
式
が
高
い
と
さ
れ
る
四
脚
門
形
式

の
向
唐
門
で
す
。
江
戸
後
藤
流
の
流
れ
を
汲
む

彫
師
に
よ
る
彫
刻
は
中
国
画
題
を
多
用
し
、
木

目
を
活
か
し
、
精
緻
で
表
情
豊
か
に
彫
ら
れ
て
い

ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

 

 
 

    ◆

五
重
塔 

 
明
治
２
５
年
（
１
８
９
２
年
）に
建
立
が
発
願
さ

れ
、
明
治
２
７
年
（
１
８
９
４
年
）
に
旧
尾
張
藩

徳
川
家
の
御
大
工
・１
１
代
竹
中
藤
右
衛
門
（後

の
竹
中
工
務
店
）
に
工
事
を
申
し
付
け
、
起
工
は

明
治
３
１
年
（
１
８
９
８
年
）
、
落
成
式
は
明
治

４
３
年
（
１
９
１
０
年
）
で
す
。
近
代
に
入
っ
て
か

ら
の
建
立
で
は
あ
り
ま
す
が
、
緻
密
な
細
部
を

持
つ
本
格
的
な
五
重
塔
で
す
。
神
奈
川
県
内
で

は
創
建
時
の
場
所
に
現
存
す
る
唯
一
の
木
造
塔

と
し
て
も
貴
重
な
存
在
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

   
 

 

一
見
の
価
値
あ
る
建
物
ば
か
り
で
す
。
改
め

て
散
策
な
ど
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？ 

片瀬だより編集委員会で訪ねました。

下邨（しもむら）執事のご案内で、 

見どころなどをお聞きしました 

緻密に彫られた彫刻。彫られた物 

語を想像するのも楽しいですね。 

青空に映えて塔の美し

さがひときわ印象的で

した。 

片
瀬
の
老
舗
を
訪
ね
て③

 
 

片
瀬
公
民
館
の
お
隣
に
あ
る

青
果
店
「
は
と
り
や
」
さ
ん
を
紹

介
し
ま
す
。 

先
代
の
三
觜
喜
四
郎
さ
ん
が

藤
沢
市
羽
鳥
出
身
な
の
で
、
屋

号
が
「
は
と
り
や
」
だ
そ
う
で
す
。

看
板
に
あ
る
〇
に
キ
の
字
は
喜

四
郎
の
キ
と
仕
事
を
さ
れ
て
い
た

青
果
卸
店
の
名
に
由
来
し
て
い

ま
す
。
戦
前
は
青
果
卸
業
と
農

業
を
兼
業
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
喜

四
郎
さ
ん
は
、
時
々
リ
ヤ
カ
ー
に

野
菜
を
積
み
、
片
瀬
・
鎌
倉
へ
売

り
に
来
た
縁
で
、
昭
和
１
５
年
に

片
瀬
に
青
果
店
を
開
き
ま
し

た
。 

    
 

    

現
在
は
長
男
の
多
喜
男
さ
ん

が
中
心
と
な
り
、
ご
家
族
で
店
を

経
営
さ
れ
て
い
ま
す
。 

「
野
菜
は
藤
沢
と
鎌
倉
の
市
場
の

も
の
に
こ
だ
わ
っ
て
仕
入
れ
て
い

ま
す
。
地
産
地
消
に
こ
だ
わ
っ

て
、
新
鮮
で
美
味
し
い
野
菜
を
食

べ
て
も
ら
い
た
い
。
商
売
を
度
外

視
し
て
頑
張
っ
て
る
よ
。
だ
か
ら 

２ 

 

漬
物
は
先
代
か
ら
作
り
続

け
て
い
る
手
作
り
の
懐
か
し
い

味
で
人
気
が
あ
り
ま
す
。 

旬
の
野
菜
と
一
緒
に
味
わ

っ
て
く
だ
さ
い
。 

 

 

 

ご家族の皆さん 

 

はとりやさんの看板 

東リ町アートフェスの期間中は、 

子どもたちの絵が店内に飾られて 

いました 
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３ 

東
リ
町
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
開
催 

 
片
瀬
に
在
住
２
０
年
の
西
永
雄
二
さ
ん

が
発
起
人
と
な
り
始
ま
っ
た
「
ア
ー
ト
フ

ェ
ス
」
が
１
０
月
２
日
か
ら
１
６
日
ま
で

の
間
、
東
リ
町
商
店
街
の
老
舗
１
４
店
舗

を
会
場
に
実
施
さ
れ
、
お
店
の
前
に
は
、

市
民
が
応
募
さ
れ
た
陶
芸
・
油
絵
・
写
真

等
々
の
作
品
が
工
夫
を
凝
ら
し
展
示
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
期
間
中
、
密
蔵
寺
と
商
店

の
駐
車
場
で
計
４
回
の
ラ
イ
ブ
が
催
さ

れ
、
通
り
が
か
り
の
方
も
足
を
止
め
、
ひ

と
時
の
安
ら
ぎ
を
覚
え
ら
れ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。 

 

東
リ
町
で
の
「
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
」
開
催

を
新
聞
で
知
っ
た
時
、
ど
の
よ
う
な
作
品

が
ど
の
よ
う
に
展
示
さ
れ
る
の
か
期
待
が

膨
ら
む
と
同
時
に
、
東
リ
町
商
店
街
で
昭

和
の
レ
ト
ロ
の
雰
囲
気
を
味
わ
う
と
い
う

発
想
に
は
、
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
最
終
日

の
午
後
は
、
あ
い
に
く
雨
模
様
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
ス
マ
ホ
を
片
手
に
作

品
の
前
で
足
を
止
め
ら
れ
る
方
も
あ
り
、

今
回
の
「
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
」
が
、
商
店
街

を
見
直
す
、
あ
る
い
は
地
域
の
ぬ
く
も
り

を
改
め
て
感
じ
る
一
歩
に
な
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。 

「
片
瀬
だ
よ
り
」
第
１
２
５
号
に
（
・
・

町
そ
の
も
の
が
百
貨
店
で
あ
っ
た
。・
・
）

と
記
載
が
あ
り
ま
す
が
、
今
回
の
「
フ
ェ

ス
」
の
舞
台
と
な
っ
た
東
リ
町
商
店
街
も
、

昭
和
２
０
年
代
に
は
５
０
店
舗
が
軒
を
連

ね
て
い
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
一
翼
を
担
っ

て
い
た
こ
と
も
想
像
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
 

 
   

私
の
散
歩
道
③ 

  

還
暦
か
ら
始
め
た
早
朝
マ
ラ
ソ
ン
は 

２
５
年
が
経
つ
。
月
三
百
ｋ
ｍ
を
目
標 

に
、
今
は
馬
喰
橋
か
ら
江
ノ
島
・中
村 

羊
羹
屋
ま
で
を
往
復
す
る
。 

 

川
沿
い
の
馬
喰
橋
に
歴
史
を
感
じ
、 

ハ
ゼ
釣
り
や
ゴ
カ
イ
取
り
、
シ
ジ
ミ
を 

捕
っ
た
片
瀬
川
を
思
い
出
し
、
四
季 

の
草
花
、
富
士
山
や
江
ノ
島
の
景
色 

に
励
ま
さ
れ
る
。 

 

片
小
校
歌
「名
だ
た
る
富
士
の
朝 

が
す
み
ゆ
う
べ
絵
に
似
る
江
の
島
や
」 

を
楽
し
み
、
早
朝
マ
ラ
ソ
ン
は
「わ
が 

明
け
暮
れ
の
鏡
」と
な
っ
て
い
る
。
お 

陰
で
健
康
診
断
は
い
つ
も
優
等
生
と 

言
わ
れ
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

片
瀬
一
丁
目
（Ｓ
） 

              

片
瀬
の
ワ
ン
シ
ョ
ッ
ト 

  

こ
の
景
色
は
、
ど
こ
か
ら

の
景
色
か
ご
存
じ
で
す

か
？ 

（答
え
は
４
面
で
す
） 

【
西
永
雄
二
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
】 

 

「
片
瀬
に
住
ん
で
２
０
年
、
こ
の
街
に
お
世
話
に
な
っ

た
こ
と
、
ア
ー
ケ
ー
ド
の
あ
る
レ
ト
ロ
な
雰
囲
気
の
東
リ

町
で
、
店
主
の
協
力
や
若
い
方
の
力
を
借
り
て
、
ア
ー
ト

展
を
開
い
た
ら
面
白
そ
う
と
考
え
ま
し
た
。 

片
瀬
中
央
商
交
会
会
長
の
金
子
晧
さ
ん
に
協
力
を
依

頼
し
、
地
元
在
住
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
造
形
作
家
に
参
加

を
お
願
い
し
、
一
般
の
方
か
ら
の
展
示
作
品
も
募
り
ま
し

た
が
、
作
品
が
集
ま
る
か
不
安
で
し
た
。 

 
 

 

企
画
・
準
備
に
２
か
月
半
か
け
た
結
果
、
１
８
会
場
に
、

地
元
や
海
外
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
一
般
の
応
募
者
ら
約
５

０
人
と
、
子
ど
も
た
ち
の
絵
画
や
陶
器
な
ど
１
０
０
点
の

作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。 

 

天
候
に
恵
ま
れ
、
店
主
と
住
民
の
ゆ
る
や
か
な
交
流
も

生
ま
れ
た
の
で
は
な
い
か
、
次
に
繋
が
れ
ば
い
い
か
な
、

と
思
っ
て
い
ま
す
。」 

 

 

 
 

 かねはち米店の駐車場

でのライブ 

 

３ 

 

期間中、展示 

された陶器 

棚にも並べられて

いました 

 8 月撮影 「 江 ノ島 と虹 」    
生涯最高の虹とのこと     馬喰橋 

西永さん 



 
 

ふ
る
さ
と
片
瀬
～
今
昔
あ
れ
こ
れ
～
㉞ 

 

片
瀬
の
ワ
ン
シ
ョ
ッ
ト
答
え 

 
 

 
 

今
年
、
全
線
開
通
５
０
周
年
を
迎
え
た
湘
南
モ
ノ
レ
ー
ル
江
の
島
駅
の
ル
ー
フ
テ
ラ
ス 
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中
村 

喬 

防
空
壕
の
こ
と 

  

「
戦
争
が
廊
下
の
奥
に
立
っ
て
ゐ
た
」 

私
が
生
ま
れ
た
昭
和
十
年
代
に
詠
ま
れ
た

俳
句
だ
。
作
者
は
渡
邉
白
泉
と
い
う
俳
人
。

国
は
「
生
め
よ
殖
や
せ
よ
国
の
た
め
」
と
国

民
に
呼
び
か
け
て
い
た
。
私
な
り
に
調
べ
た

当
時
の
「
新
語
・
流
行
語
」
を
並
べ
て
み
る
。 

 

昭
和
９
年
の
「
国
防
色
」、
１
０
年
「
月
賦

販
売
」、
１
１
年
「
準
戦
時
体
制
」、
１
２
年

「
銃
後
」、
１
３
年
「
モ
ン
ペ
」、
１
４
年
「
日

の
丸
弁
当
」、
１
５
年
「
隣
組
」、
１
６
年
「
月

月
火
水
木
金
金
」、
１
７
年
「
衣
料
切
符
」、

１
８
年
「
防
空
頭
巾
」、
１
９
年
「
疎
開
」、

２
０
年
「
一
億
総
懺
悔
」、
そ
し
て
、
太
平
洋

戦
争
は
終
戦
を
迎
え
る
。 

 

令
和
の
今
、
片
瀬
川
沿
い
を
散
歩
し
て
い

る
と
、
よ
く
キ
ジ
バ
ト
の
鳴
き
声
を
耳
に
す

る
。
デ
デ
ポ
ッ
ポ
ー
の
聞
き
な
し
で
知
ら
れ

て
い
る
が
、
私
の
耳
に
は
ど
う
し
て
も
ク
ー

シ
ュ
ー
ケ
ー
ホ
ー
と
聞
こ
え
る
。 

 

太
平
洋
戦
争
の
末
期
に
ア
メ
リ
カ
軍
に

よ
っ
て
行
わ
れ
た
空
襲
の
こ
と
を
覚
え
て

い
る
。
Ｂ
ー
２
９
爆
撃
機
が
相
模
湾
か
ら
片

瀬
の
上
空
に
も
次
々
と
や
っ
て
き
た
。
地
域

一
帯
が
焼
け
野
原
に
な
る
よ
う
な
被
害
は

な
か
っ
た
が
、
焼
い
弾
攻
撃
の
怖
さ
は
忘
れ

ら
れ
な
い
。
焼
い
弾
の
破
片
が
バ
ラ
バ
ラ
と

ト
タ
ン
屋
根
に
落
ち
る
音
が
耳
に
残
っ
て

い
る
。
空
襲
警
報
が
発
令
に
な
る
と
防
空
頭

巾
を
か
ぶ
り
、
母
親
に
手
を
引
か
れ
て
暗
く

じ 

じ
め
じ
め
と
し
た
防
空
壕
に
避
難
し
た
。 

 

そ
の
防
空
壕
の
跡
が
ま
だ
残
っ
て
い

る
。
そ
れ
は
常
立
寺
の
裏
手
、
片
瀬
山
の

山
裾
に
あ
る
。
男
性
の
多
く
が
戦
地
に
送

ら
れ
て
い
た
時
代
で
あ
る
。
銃
後
を
守
る

地
域
の
皆
さ
ん
が
力
を
合
わ
せ
て
住
民

の
命
を
守
る
た
め
に
掘
っ
た
に
違
い
な

い
。
今
は
す
っ
か
り
荒
れ
た
穴
蔵
に
な
っ

て
い
る
が
、
歴
史
を
語
る
貴
重
な
場
所
だ

と
思
う
。
戦
後
し
ば
ら
く
私
の
手
元
に
は

焼
い
弾
の
か
け
ら
が
残
っ
て
い
た
が
、
い

つ
の
間
に
か
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。 

 

敗
戦
か
ら
七
十
六
年
の
歳
月
が
流
れ

た
。
歴
史
は
繰
り
返
す
と
い
う
が
、
戦
争

は
二
度
と
起
こ
し
て
は
な
ら
な
い
。 

【
キ
ジ
バ
ト
の
声
は
ク
ー
シ
ュ
ー
ケ
ー
ホ
ー
と

戦
争
を
知
る
耳
に
は
届
く
】 

       

 

                 

編
集
後
記 

 

原
爆
投
下
か
ら
７
６
年
核
兵
器
廃
絶
運

動
を
「
ネ
バ
ー
ギ
ブ
ア
ッ
プ
」
の
精
神
で

け
ん
引
し
て
き
た
坪
井
直
さ
ん
が
９
６
歳

で
亡
く
な
ら
れ
た
。
哀
悼
の
意
を
表
し
た

い
。 

 

コ
ロ
ナ
禍
が
落
ち
着
い
た
よ
う
に
見
え

る
こ
の
頃
、
再
び
感
染
が
広
ま
ら
な
い
こ

と
を
祈
り
ま
す
。
皆
さ
ま
、
良
い
年
を
お

迎
え
く
だ
さ
い
。 

 
 

 
 

 

（
佐
） 
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片
瀬
市
民
図
書
室
か
ら
の
ご
案
内 

 
 

 
 

 
 

 

電
話
２
８-

６
９
３
５ 

 

市
内
に
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
方
な
ら

ど
な
た
で
も
一
人
６
冊
ま
で
２
週
間
借
り

ら
れ
ま
す
。 

【
開
室
時
間
】
火
～
日
曜
日 

 

午
前
１
０
時
～
午
後
５
時 

 

《
新
刊
案
内
》※

令
和
３
年
１
１
月
現
在 

「
ら
ん
た
ん
」 

 
 

 

柚
木 

麻
子 

「
レ
イ
ン
メ
ー
カ
ー
」 

真
山 

仁 

「
山
中
教
授
、
同
級
生
の
小
児
脳
科
学
者

と
子
育
て
を
語
る
」 

 

山
中 

伸
弥 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

成
田 

奈
緒
子 

「
星
を
掬
う
」 

 
 

 

町
田 

そ
の
こ 

「
わ
る
じ
い
慈
剣
帖⑦

」
風
野 

真
知
雄 

「
陰
の
人
（
吉
原
裏
同
心
㊱）」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

佐
伯 

泰
英 

「
お
お
き
い
ツ
リ
ー
ち
い
さ
い
ツ
リ
ー
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

ロ
バ
ー
ト
・
バ
リ
ー 

「
コ
ー
ル
テ
ン
く
ん
の
ク
リ
ス
マ
ス
」 

ジ
ョ
デ
ィ
ー
・
ウ
ィ
ー
ラ
ー 

 

 
 
 
 

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
片
瀬 

 

公
民
館
よ
り 

 

昨
年
に
続
き
、
今
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
予
防
の
た
め
公
民
館
ま
つ
り
は

中
止
に
な
り
ま
し
た
が
、
緊
急
非
常
事
態

宣
言
解
除
に
伴
い
、
サ
ー
ク
ル
の
日
頃
の
活

動
成
果
を
発
表
す
る
「
レ
ッ
ツ 

ト
ラ
イ
片

瀬
！
み
ん
な
に
エ
ー
ル
を
！
」
と
い
う
催
し

も
の
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

◎
美
術
・教
養
部
会
に
よ
る
展
示
発
表 

１
０
月
２
２
日
～
２
５
日 

 

◎
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
部
会
に
よ

る
舞
台
発
表 

１
１
月
６
日 

   

 
 
 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

◎
音
楽
・芸
能
部
会
に
よ
る
舞
台
発
表 

毎
年
、
行
わ
れ
て
い
る
「
春
う
ら
ら
コ
ン
サ

ー
ト
」と
し
て
実
施
予
定
。 

２
０
２
２
年
３
月
１
２
日 

 

来
年
こ
そ
は
、
「
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」
が
開
催

さ
れ
、
地
元
の
皆
さ
ま
と
の
楽
し
い
交
流
が

実
現
す
る
こ
と
を
願
っ
て
止
み
ま
せ
ん
。 

   
展示発表 

舞台発表 


